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魚大

産

業

都

ミ11.
見えi

i叩J

津

の

建

市

報

魚
津
に
は
日
本
カ
ー
バ
イ
ド
工
場
は
じ
め
吉
田
工
業
'
魚
津
製
作
所
、
魚
津
製
網
一
一

所
等
数
百
の
工
場
事
業
場
が
あ
り
商
工
業
者
も
慰
千
を
か
ぞ
へ
.
生
産
さ
れ
る
額
一
一

も
毎
年
増
加
し
て
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
自
然
的
好
環
境
に
一
一

あ
る
魚
棒
に
は
商
工
業
色
農
漁
業
が
一
体
と
な
っ
て
大
産
業
都
魚
樟
市
を
建
設
し
一
一

ょ
う
と
.
去
る
二
十
七
日
魚
津
商
工
曾
議
院
曾
顕
吉
田
忠
雄
氏
は
じ
め
役
員
二
十
一
一

名
余
り
が
出
席
.
金
光
市
長
‘
寺
田
、
平
津
繭
助
役
も
出
席
し
て
懇
談
、・
終
始
翼
一
一

撃
な
意
見
を
交
換
し
合
っ
た
o

ハ潟
其
は

員

成

寺

町

通

り

〉

一

一
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穏なは連展 を同丸、 2二般
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で地曾し いになれよ、者
あ元近1・7こ た腐つにもの
るの工会 い政て ~1 の苦

更る /こてれ究企発合し
に。¥れ魚l大正 ;業 展理た幸
言苦振 が 主l!き発 住 者f牝こい
瀧田降 、がな明さ 迭にの!農
を曾さ魚世「にれげよ魚
つ顕せ津界生合たうつ津漁
いはるのず，~せ 大るて市と
jで こ文准戸楠き段、は p
e f七出」助な階飛・ /
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毎
年
十
月
、
全
閥
一
揖
に
共

同
募
金
運
動
を
展
開
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年

度
富
山
際
の
割
当
目
標
は
、
一

千
二
百
万
円
そ
の
内
、
当
魚
樟

市
の
募
金

一日に日に
'
ヘ
目
標
額
を

目
標
額
は

…自
民
一
示
し
‘
募
金

五
十
二
万

…ι
f…運
動
に
着
手

百
円
で
近

…万
4
…す
る
予
定
で

く
魚
津
市

…
z
d
あ
り
ま
す
。

共
同
募
金

一B
・V
.一

こ
の
募
金

委
員
曾
を

…E
L，
…
は
民
間
固
体

開
催
し
.

…

uu一…
に
助
成
金
と

各
支
所
募

…d
釧
一
し
て
.
保
育

一
金
委
員
曾

一u
u
u
一
所
、
母
子
寮

一
、
豚
遺
族
同
胞
援
諮
曾
、
身
体

一
障
害
者
協
曾
、
宋
亡
人
曾
、
祉

一
会
稿
枇
協
蟻
曾
等
の
各
焼
図
体

へ
助
成
せ
ら
れ
ま
す
。

市
民
各
位
並
び
に
各
曾
枇
.

事
業
場
の
御
協
力
そ
切
望
し
ま

す口

地
方
自
治
巌
次
長

鈴
木
俊
一
氏
来
市

地
方
財
政
と
選
畢
事
務
部
に

富
山
燃
の
七
月
水
害
視
察
の
た

め
二
十
五
日
来
鯨
の
地
方
自
治

腰
次
長
鈴
木
俊
一
氏
は
二
十
六

日
朝
来
市
直
ち
に
片
貝
地
内
貝

田
新
に
赴
き
金
光
市
長
よ
り
詳

し
く
災
害
朕
況
の
説
明
を
き
い

た
後
市
役
所
に
お
い
て
各
関
係

課
長
の
集
合
を
求
め
た
。

先
づ
市
の
財
政
事
情
を
各
方

商
よ
り
検
討
、
次
い
で
今
次
改

正
に
な
っ
た
選
畢
法
に
射
す
る

一
般
の
反
響
‘
公
明
選
摩
に
射

す
る
勧
き
等
に
耳
を
傾
け
多
年

懸
案
の
一
町
十
一
ケ
村
と
い
う

厨
大
な
る
商
積
を
解
体
合
併
し

た
魚
樟
市
に
深
い
関
心
を
よ
せ

て
午
後
二
時
富
山
鹿
貫
堂
え
向

っ
た
。

植
林
を
致
2

し
ま
ぜ
、
っ

こ
の
頃
盛
ん
に
植
林
が
奨
あ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
で
せ

う
。
こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
の
理

由
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ

を
あ
げ
て
み
ま
す
王
、
今
は
昔

と
比
ベ
そ
の
刺
用
度
が
高
く
な

り
ガ
ソ
日
y
y
の
代
用
燃
料
を
は

じ
め
、
紙
、
衣
類
の
原
料
に
ま

で
使
用
さ
れ
る
様
に
な
り
、
毎

年
二
億
三
千
万
石
の
需
用
を
み

て
い
る
の
に
射
し
、
供
給
は
一

億
七
千
万
石
で
、
関
内
の
生
産

で
は
充
た
さ
れ
な
い
現
況
で
す

政
府
で
は
.
外
関
木
材
の
職
入

，〉、，，、，，〉、，
P
J
》.，
h

、，
P

〉、
t
，B
B
e
，〉、
f

，.

農
村
工
業
の
方
向
は

「
外
で
失
っ
た
も
の
を
内
で

と
れ
」
と
い
は
れ
て
い
る
デ
シ

マ
1
グ
の
言
葉
で
あ
る
と
思
ふ

と
り
も
な
伝
さ
ず
闘
士
開
発
で

あ
り
、
陸
村
工
業
の
多
角
化
で

あ
る
。
こ
れ
が
農
村
資
本
の
科

事
的
集
中
と
な
り
、
商
工
業
の

発
霊
、
所
謂
金
も
う
け
で
な
く

牧
金
を
生
計
母
体
が
遁
ら
れ
て

共
に
夜
展
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る

魚
津
の
商
工
業
は
農
業
に
お

け
る
米
褒
と
同
じ
く
「
点
の
」
を

ど
ん
ど
ん
造
っ
て
め
ざ
ま
よ
い

も
の
が
あ
る
。
こ
れ
が
ま
す

/
¥
こ
の
地
の
産
業
を
振
興
し

間
業
さ
い
し
ん
な
ら
し
め
る
で

あ
り
ま
せ
う

E
詰
っ
た
。

金
光
市
畏
本

長
時
間
の
生
き
た
貴
重
な
意

見
の
交
換
守
、
う
ず
も
ら
す
こ

と
な
く
.
魚
津
市
の
産
業
費
展

に
カ
亡
ぶ
を
入
れ
た
い
と
述
べ

た。
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濯もこらみす殴年畢濯なか公選そのにの樫1:さ十道方律た選た 年 部すなまは市の布五.員
暴し年二は、濯でーす 暴 つら 共畢の委設こ格れ 三 府委での母。ま改ーがいで昭町での日曾
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くでめ凹の嬰こがでの・までの残人 配 る思大る一員と道りはで施よのに行十数の委百和
じ決ら年勲員と二あ 匹iす選誌の は人地い 嬰の月曾に府ま れ今がつ 後なわ五育法員七二
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定してりの設な毎ての すのー町組教すす‘日既別委。こ愈期昭のてけ十員に 法 号三

な
い
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
か

人
生
の
悲
劇
の
一
宇
が
.
こ
の

無
形
の
言
葉
の
暴
力
に
よ
っ
て

如
何
に
世
曾
を
暗
く
悲
し
い

も
の
に
し
て
い
る
か
は
誰
人
も

経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

物
質
的
文
化
は
一
面
に
お
い
て

進
歩
を
来
し
た
で
あ
ろ
う
が
.

果
し
て
精
神
的
文
化
は
こ
れ
に

平
衡
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
、

震
の
文
化
は
精
神
を
碁
盤
と
し

て
荷
額
な
も
の
で
な
け
れ
ば
意

義
が
な
い
管
で
あ
る
。

吾
々
が
由民
の
文
化
人
と
し
て

自
他
共
に
認
め
る
こ
と
が
で

き
た
と
き
‘
初
め
て
戦
場
も
一

切
の
暴
力
点
消
滅
す
る
こ
と
で

あ
ら
う
。

少
く
ξ
も
文
化
人
は
言
葉
の
暴

力
は
行
使
し
な
い
筈
で
あ
る
o

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
詩
永
の
頃
ハ
西
紀
コ
一

さ
年
頃
)
源
義
仲
.
木
曾
路
か

ら
越
中
に
入
り
、
倶
利
加
羅
峠

の
戦
に
兵
摘
を
蒙
り
非
常
な
災

害
を
受
け
た
が
.
当
時
の
敗
兵

、
長
谷
川
某
、
高
額
某
数
人
が

本
地
に
流
寓
し
て
‘
先
住
の
人
一
地

建
と
共
に
‘
開
拓
に
力
を
つ
く
一

し
ま
し
た
が
‘
そ
の
後
嘉
踏
の一

頃
ハ
西
紀
三
ニ
ロ
年
頃
)
の
五
月
一

、
森
雨
廿
日
余
り
も
飼
い
て
.
一

片
貝
川
が
氾
滋
L
先
組
の
開
拓
一

の
努
力
も
一
朝
に
し
て
荒
野
と
一

化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一

か
く
暦
史
を
辿
っ

て
み
ま
す
一

と
‘
組
先
の
開
拓
努
力
も
.
自
一

然
の
偉
大
な
力
に
抗
す
る
こ
正
一

が
で
き
ず
、
有
頼
伏
山
の
館
も一

跡
芳
ホ
な
く
な
っ
ち
‘
唯
当
時
一

の
人
謹
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
一

だ
ろ
う
ξ
思
わ
れ
る
持
光
寺
の
一

大
徳
寺
の
一
宇
が
残
さ
れ
て
い
一

る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
一

持
光
寺
は
佐
伯
有
額
の
戒
名
一

慈
輿
か
ら
字
名
を
慈
輿
と
な
づ
一

け
、
後
持
光
L
C-

改
称
し
ま
し
た
一

。
持
光
寺
の
大
徳
寺
は
有
頼
の
一

嫡
男
太
郎
有
直
由
民
宗
に
蹄
依

L
一

大
徳
寺
の
寺
号
を
賜
っ
た

E
侍
一

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
諮
問
の
牢
島
宇
漁
の

朕
態
も
或
は
誠
一く
組
先
に
起
鯵

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
た

う
か
の
要
す
る
に
話
地
は
片
貝
川
の

扇
状
地
帯
で
あ
る
だ
け
に
、
屡

々
水
害
の
錐
に
見
ま
わ
れ
開
拓

者
の
水
と
共
に
斗
っ
た
苦
難
も

忍
わ
れ
て
1

組
先
の
苦
努
に
感

謝
し
.
現
在
を
よ
り
よ
き
も
の

に
打
ち
立
て
る
責
任
を
痛
感
せ

ね
は
な
り
ま
せ
ん
。



吾妻行

魚津i¥i長

日1 昭和 27年1.0月

光合.

報

理
方
針
と
し
て

、
衣
の
方
法
を
採
る
こ
と
に
致

幸
福
な
家
庭
生
活
が
営
ま
れ

一
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
全

な
い
知
く
、
市
に
お
き
ま
し
て

一
《
魚
津
市
政
の
進
展
を
期
し
、

も
、
予
定
の
期
日
ま
で
に
納
ま

一
納
麗
義
務
者
各
位
の
義
務
厨
行

り
ま
せ
ん
と
、
市
政
の
運
営
に

一
上
の
公
平
を
期
す
る
こ
と
を
念

支
障
を
来
た
し
ま
し
て
、
折
角
一
願
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
か

の
計
画
も
思
う
よ
う
に
実
現
出

一
ら
.
何
卒
御
諒
解
下
さ
い
ま
L

来
な
い
よ
う
な
結
果
と
だ
り
ま

一
て
、
納
税
に
つ
い
て
は
、

一
層

す。

市
般
の
成
績
は
、
市
民
の

一
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
究
第

方
々
の
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て

一
で
あ
り
ま
す
。

漸
次
向
上
し
て
お
り
ま
す
が
、

ご

、
延
滞
金
の
徴
収

町
川
H
a--叫日
日
団
川
町
川
国
同
日
副
明
日
引
・叫副
湖
叶
叫
宮
山
引
叫
剖
叫
四
川
日
同

湖
湖
凶
A
川
凶
山
間
訓
叫
凶
内問
団
凶
問
団
川
崎
却
J

広市

耕
土
培
養
事
業
に
つ
い
て

津

我
が
闘
の
農
耕
地
は
、
自
然

一
て、

五
六
町
歩
分
、
六
一
一

、

的
叉
は
人
矯
的
な
諸
影
響
に
よ

一
六
。
。
円
ハ
内

懸
賀
補
助
四
三

っ
て
、
各
種
の
不
良
土
壌
が
麗

一
六
、
人
O
O
円
〉
を
計
上
し
て
耕

汎
に
分
布
酸
性
及
秋
落
現
象
の

一
土
嬬
養
事
業
の
実
施
を
奨
励
し

地
帯
は
議
年
増
大
の
傾
向
に
あ

一
て
い
る
が
、
本
年
度
は
水
害
事

り
ま
す
。

一
の
矯
実
施
不
能
に
陥
り
、
現
在

か
ふ
る
生
産
不
良
耕
土
に
つ

一
加
積

二
一
町
、
道
下
五
町
、
天

い
て
、
そ
の
不
良
土
化
の
原
因

一
紳
六
町
、
西
布
施
一
町
の
計
二

程
度
を
明
ら
か
に
し
‘
そ
の
科

一
四
町
は
今
秋
に
賞
施
す
る
予
定

学
的
改
善
封
策
を
強
力
に
し
闘

一
で
.
そ
の
他
秋
落
地
帯
に
お
い

民
食
糧
の
生
産
基
盤
を
維
持
培

一
て
本
是
非
賞
施
し
な
け
れ
ば
な

養
す
る
E
L
も
に
、
低
位
生
産

一
ら
な
い
。

農
家
の
経
営
の
安
定
令
闘
る
目

一

之
等
秋
落
田
の
改
善
に
は
鉄

的
そ
以
て
、
耕
土
培
養
事
業
が

一
分
を
補
給
す
る
こ
と
が
必
要
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。
魚
融
市
に

一
あ
っ
て
、
今
年
道
下
地
区
青
島

お
い
て
も
鉄
分
不
足
に
よ
る
秋

つ
西
尾
順
之
助
氏
に
お
い
て
こ

落
地
帯
は
、
加
額
、
道
下
、
片
貝

一
れ
が
試
験
を
賢
施
し
た
結
果
一

天
神
.経
団
‘
上
中
島
、
・
下
中
島

一
目
瞭
然
.
肥
鉄
土
及
視
鉄
鋼
を

等
は
非
常
に
多
く
、
合
計
九
五

一
開
閉
し
た
も
の
が
よ
い
‘結
果
が

O
町
歩
に
及
び
、
酸
性
地
帯
は

一
あ
ら
は
れ
て
い
る
。
数
字
的
な

訟
倉
、
上
野
方
、
天
一
柳
、

西
布
施

一
結
果
に
つ
い
て
は
宋
だ
調
査
が

等
で
三
五
O
町
哉
の
蹟
大
な
る

一
完
了
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
完
了

面
積
に
及
ぶ
の
で
あ
り
ま
す
。

一一
次
第
震
表
の
予
定
で
す
。

之
等
の
不
良
土
壌
の
改
善
は‘

一

緊
急
の
嬰
ぞ
ι
い
は
ね
ば
な
り

一

室

Z
し
て
、
勝
農
業
試
験

ま
せ
ん
。
軟
落
針
策
費
と
L
て
一
場
及
農
林
省
一
飽
表
の
施
開
成
績

、
昭
和
二
十
七
年
度
市
に
お
い

一
は
左
表
の
湿
り
で
あ
り
ま
す
。

魚(星空22AZZZ)(第 5号)(2) 

日

号士
邑JC'

る
と
L
も
に
、
市
の
財
政
を

一人工
十
=
日

(
金
〉
中
小
企
業
水

健
全
に
し
、
市
政
の
運
管
に

一

害
復
萄
融
資
協
議
会
開
催

遺
憾
の
な
い
よ
う
期
す
る
こ

一
全
十
三
日
ハ
土
)
氷
見
市
制
祝

と
。
大
体
以
上
の
こ
と
を
今

一
賀
式
典
に
市
長
出
席

后
駒
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
一
全
十
四
日

(
日
U

賀
屋
河
川
局

し
た
が
、
幾
重
に
も
市
民
各

一

防
災
課
長
災
害
地
視
察
の
た

位
の
御
理
解
在
、
御
協
力
を

一

め
来
市

期
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
全
十
五
日
ハ
月
〉
下
野
方
地
匝

O
十
月
め
設
行
市
税
今
月
は
市

一
市
勢
振
興
委
員
会
開
催
、
市

民
税
第
三
期
分
が
‘
十
五
日
附

一
長
出
席

で
護
行
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
は

一全
十
六
日

(
火
〉
市
選
畢
管
理

十
月
三
十
日
で
あ
り
ま
す

か

一
委
員
曾
開
催

ら
、
期
限
ま
で
是
非
納
入
さ
れ

一全
十
七
日

(
水
〉
失
業
密
集
事

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

一

業
運
営
協
議
曾
委
員
曾
に
寺

一
〉
肥
鉄
土
雌
用
成
績

(
富
農
試
反
当〉

a
-
L-
睡

• 
"
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玄
米

一普
通
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に
封
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二
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環
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量
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す
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ス
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研
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点
引
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J

E
コ
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一京日

宅

E
4

一
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4
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一喜
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引
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一

f
・
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H
R
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l
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1
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一

十山
判

μ何
回
レ
い
ト
ヒ
巴
L
F
i

備

考L
試

験

地

下

新
川
郡
入
善
町
上
田

2.
供
試
品

種

黒

部

一
号

3.
肥
料
設
計
堆
肥
一一一百
賞
、
石
灰
窒
素
凹
買
、
硫
安
追
肥

一
貫
一泊
、
塩
加
二
官
民
四
‘
石
灰
一
五
貰
.
溶
成

鱗
肥一、

エ
町
四
八
賞
、
吉一
、問
、車
匝
二
一
一貫
入
、
六

匝

一
O
貫

ハ
不
良
土
壇
改
善
射
策
費
参
考
資
料
三
〉

一
、
含
鉄
資
材
の
産
地

L
禍
鉄
鋼

長
野
勝
相
際
附
近

鉄
含
有
量

四

QLハ
O
μ

一

繭
井
牒
若
狭
地
方

一

鉄
含
有
量

コ
一O
|
|
五
O%

一

雨
含
鉄
一
物
共
屯
当
着
レ

1

ル
一
、
二
O
O
円

一

。

一

時ム
肥
鉄
土

3. 
償

持

位
で
あ
る
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行とて各務ががっ分肢 i及:
L、共義郡 所 l豚・期ては体 :1料
、に!技 市で毘待、 補 の IV~:
職、のをは生き職助不 i更!
傷合 製 5監 事部 れ 業器自!生i
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者 て や L の市の力装者:...刻

、 更市I~ て技祉での 着 の Iw<:
一生 理い術曾あ j曾に 大 : I 

o 0 0 ま巡を般
場 日 封す回援隠
大時十 害 戦 。修助害
町所よ月時 者傷象 理し 者
小り入 〈者記 とよの
翠 日丈及 更 う使
校 (才 び 生.とを
菅 水以ー 相次は
柴 ) 上般 談 のか
室 午 ) 身 がより

前 体 あう更
九 障 りに生

一
が
、
そ
の
式
場
に
掲
揚
さ
れ
る

一
加
害
炎
旗
は
、
前
開
催
地
の
鹿
島

一
を
去
る
九
月
六
日
出
発
各
地
匝

一
の
青
年
男
女
の
手
で
繕
迭
さ
れ

一、
阿
山
、
鳥
取
、
京
都
、
繭
井

一
等
を
経
て
九
月
二
十
三
日
富
山

一路
に
入
り
午
后
一
時
早
月
傭
上

一
で
滑
川
地
底
か
ら
受
つ
ぎ
市
青

一年
闘
員
等
の
手
に
か
L
げ
ら
れ

一
て
市
中
を
市
民
の
柏
手
に
よ
っ

一

V
催

し

も

の

A

一
て
椴
迎
さ
れ
.
西
部
中
学
で
休

一

定
期
レ
コ
ー
ド
コ
シ
サ
?
ト

一
憩
の
後
、

金
屋
町
を
按
け
瞬
間

一
ハ
第
三
六
回
)
期
日
十
月
十
一

一
を
折
返
L
.
カ
ー
バ

イ
ド
前
か

一
日
.
午
後
七
時
三
十
分
よ
句

一
ら
経
団
を
総
て
午
后
三
時
落
合

一曲

目

コ

ル
ト
1
特
集
番
組

第
七
回
関
民
体
育
大
曾
は
十

一
橋
上
で
桜
井
地
匿
に
無
事
バ
ト

一

ペ
シ
ョ
パ
ン
円
舞
曲
集
外
〉

月
十
九
日
稿
島
市
で
開
か
れ
る

一
ン
を
渡
し
た
。

一
解

説

桝

崎

宗
雄
氏

一市
民
生
委員一
日
む
工
部

λ
引ア

一お
認
可
制
ト
諸
口
崎

一
会
長
新
任

一
一
時

、

一

ぅ

一

一
時

一

魚

津

班

結

成

t
一
ま
す
o

魚
津
市
桃
源
寺
に
お
い
て
魚
津

一

i
i
j
j
}
i
i
j

一

市
民
生
常
務
委
員
曾
を
開
催
し

一

驚
気
諸
知
識
の
普
及
は
文
化

一
・
:
魚

津

西

部

中

学

、
前
曾
長
の
上
回
覧
龍
氏
は
任

一
の
向
上
に
重
要
で
す
が
、
北
電

一

男

女

と

も

優

勝

:・

期
満
了
で
辞
任
さ
れ
、
改
選
の

一

一

一
で
は
、
子
供
に
電
気
知
識
を
普

一

結
果
梅
原
善
苗
氏
・
刀、

新
任
さ

一

一

二
十
三
日
西
中
学
校
々
庭
で

れ
ま
し
た
。

一
及
し
て
、
自
然
科
畢
研
究
を
援

一
行
は
れ
た
呉
東
地
匿
中
学
校
パ

間
各
地
匡
の
常
務
委
員
に
は

一
助
し
よ
う
と
去
る
二
十
五
日
大

一
レ
1
大
会
に
お
い

て
男
子
は
こ

の
方
々
が
決
定
し
ま
し
た
。

一
町
校
で
結
成
総
会
が
あ
り
ま
し

一
年
、
女
子
は
三
伊

旧
魚

部

町

梅

原

審

苗

一
た
。
北
陸
三
勝
で
魚
津
は
始
め

一
を
塗
げ
ま
し
た
。

下

中

島

彰

限

設

究

郎

上

中

島

水

尾

太

吉

松

倉

河

附

直

義

上

野

方

窪

田

き

く

下

野

方

中

村

信

次

片

員

削

山

道

竪

加

積

成

瀬

ム

ラ

道

下

回

浦

と

め

経

由

後

藤

贋

作

天

神

京

菟

廠

詑

西

布

施

山

林

清

昌

図
体
翠
炎
銭
遭
遇

ザ
る

…
尭
二
青
イ
シ
グ
し
ゅ

~
き

一
ぬ
…
う
酸
一
つ
ま
み

で

…
ミ
山

を
茶
腕

一
杯
の

…ι
…
シ

~
ぬ
る
ま
湯
に
と

-t
…

zh
か
し
た
肢
で
洗

…
単

…
庭
…
い
い
・
石川
峨
液
で

山
簡

家

一

す

す

ぎ

ま

す

。

赤
イ
ン
グ
石
鹸
被
で
ア
ル
コ

ー
ル

を
少
し
加
え
た
も
の
で

濯
き
出
し
水
洗

い
を
し
ま
す

墨
汁
ど
ろ
ど
ろ
の
布
海
苔
液

を
つ

は
て
も
み
出
し
濯
ぐ。

日
本
酒
ぬ
る
さ
湯
に
し
め
し

ア
ン
モ
ニ
ヤ
液
か
'
酒
精
に

浸
し
て
洗
い
ま
す
。

果
什
食
堀
水
で
J
h

み
だ
し
取

れ
ね
ば
酒
精
で
浸
し
て
石
鹸

液
で
洗
い
だ
し
ま
す
。

歯
油
ぬ
る
ま
湯
で
と
れ
な
け

れ
ば
石
鹸
液
か
、
酒
特
に
浸

し
て
洗
ム
。

血

つ

ば
き
か
.
大
根
什
を

ぬ
り
、
あ
と
で
石
鹸
液
で
洗

い
だ
し
ま
す
心

10 防事ぷ~9 Ø'""~' U9
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去
る
二
十
五
日
午
後
二
時
よ

り
、
大
町
校
講
堂
で
、
市
と
北

日
本
新
聞
祉
の
共
催
で
.
青
少

年
自
作
自
演
賞
話
大
会
が
傑
さ

山

F

れ
ま
し
た
。
可
愛
い

…

J
日
い
オ
カ

ツ
パ
姿
の
ゼ

:
ト
一
ス
チ
ユ
ア

ー
も
板
に

…
ブ
}
つ
ド
て
な
か
な
か
立

一
手
口
一
振
な
も
の、

聴
き
入

一
‘J
-J
る
生
徒
ふ
そ
の
熱
演

一品
豆

一

ぶ

り
に
由
民
験
な
商
差

一t
l
L
し
、
闘
家
英
雄
師
は

じ
め

二
名
の
審
査
員
の
審
査
の

結
果
一

等

高

岸

昭

代

大
町
小
皐
校
六
年

演
題

牛

E
震
と

ヤ
ン
ち
ゃ
ん

二

等

吉

野

英

美

子

西
中
部
堅
校
一
年

不
思
議
な
靴

三

等

武

田

・
美

代

子

火災予路建議。

者3
魚津市涜防芳

村
木
小
型
校
六
年

川

端

淳

子

村
木
小
学
校
六
年

窮由民
は
表
質
駄
を
手
に

右
か
ら
高
岸
、
吉
野
.
川
端
.

震
回
さ
ん
の
順

V
図

書

館

案

内
〈
統
き
一
〉

闘
書
館
に
は
い
ろ
い
は
む
本

や
雑
誌
の
外
に
視
聴
慨
関
係
の

「
レ
コ

ー
ド
」
「
紙
芝
居
」

「

幻
燈
フ
ィ
ル
ム
」
な
ど
も
備
付

け
て
あ
り
ま
す
。
勿
論
本
と
同

じ
よ
う
に
、
御
希
望
の
方
に
は

無
料
で
貸
出
し
を
い
た
し
ま
す

。
但
し
数
が
少
な
い
も
の
で
す

か
ら
当
分
個
人
の
方
は
御
遠
慮

願
い
ま
し
て
、

図
体
及
び
サ

1

グ
ル
に
の
み
貸
出
し
ま
す
。

備
付
レ
コ
ー
ド
目
録
(
そ
の
一

〉

交

響

曲

。
ベ

1
ト
グ
エ
シ
作
曲
第
五
番

「
運
命
」

O

ハ
イ
ド
ン
作
曲
第
九
六
番

O
チ
ヤ
イ
コ
フ
ス
キ
イ
作
曲
第

六
番
「
悲
憤
」

外

交

響

詩

O
り
ス
ト
作
曲
「
レ
、
プ
レ
り

ュ
ー
ド
」

O
K
Y
ユ
ト
ラ
ウ
ス
作
曲
「
ド

シ
キ
・
ホ
1
テ
」
外

協

奏

曲

O
モ
ッ
ア
ル
ト
作
曲
「
フ
ル
ー

ト
協
奏
曲
図。
H

」

。

へ
シ
デ
ル

作
曲
「
オ
ル
ガ

ン

協
奏
曲
」
外

組
曲
、
パ
レ
エ
普
楽

O
チ
ヤ
イ
コ
フ
ス
キ
イ
作
曲
「

.
白
鳥
の
湖
」

O
全
右
「
く
る
み
割
人
形
」

O
イ
1

ス
デ
ル
作
曲
「
赤
い
靴
」

O
プ
ロ
オ
コ
フ
イ
エ
フ
作
曲

「
道
化
者」

O
ス
ト
ラ
グ
イ
シ
ス
キ

1
作
曲

組
曲
「
火
の
烏
」
外

O
四
つ
の
選
患
と
一
つ
の
審
査

が
行
は
れ
る。

一
日
の
衆
議
院
議
員
、
最
高

裁
闘
毘
審
査
、
知
事
選
患
を

.
五
日
の
際
教
育
器
員
、
市

教
育
委
員
と
.
そ
の
い
づ
れ

も
が
重
要
な
選
壊
で
あ
り
審

査
で
す
o
よ
く
自
慢
し
た
責

任
あ
る
一
票
を
投
じ
ま
せ

G
 

P

「，
O
あ
や
ぶ
ま
れ
て
い
た
天
候
も

秋
H
和
が
続
き
、

農
家
は
猫

の
手
も
一
は
し
い
忙
し
さ
‘
さ

き
の
水
害
か
ら
元
気
で
立
ち

上
れ
る
よ
う
に
と
の
天
の
恵

'刀
あと、-告
.... lr 


